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JEITAにおけるIEC TC 100の

次世代人材育成プログラム

 IEC TC100の紹介
 次世代人材育成プログラム

平成26年6月30日
一般社団法人 電子情報技術産業協会
AV&IT標準化委員会）富士通（株）松村
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TC TC 100100の組織図の組織図

TAのオフィサー
- Technical  Area Manager (TAM)（SCの議⻑相当）
- Technical Secretary (TS)（SCの幹事相当）

議⻑: David Felland (US)
幹事国：⽇本

幹事：江崎 正 (ソニー)
副幹事：井⼝ 敏祐

（パナソニック）
副幹事：⻑⾕部 浩⼀（東芝）

AGS議⻑: 
⼩町 祐史
(国⼠舘)

Advisory Group on Strategy

AGM: Advisory Group on Management
GMT: General Maintenance Team
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Technical AreasTechnical Areas

TA 1: 放送⽤エンドユーザ機器 Terminals for audio, video and additional data services
TA 2: ⾊彩計測および管理 Colour measurement and management
TA 4: デジタルシステムインタフェース Digital system interfaces and protocols
TA 5: ケーブルネットワーク

Cable networks for television signals, sound signals and  interactive services
TA 6: ストレージ Storage media, data structures, equipment and systems
TA 8: マルチメディアホームサーバシステム Multimedia home server systems
TA 9: エンドユーザネットワーク⽤AVマルチメディアアプリケーション

Audio, video and multimedia applications for end-user network
TA 10:マルチメディア電⼦出版・電⼦書籍

Multimedia e-publishing and e-book technology
TA 11: AVマルチメディアシステムの品質

Quality for audio, video and multimedia systems
TA 12: AV省エネとスマートグリッド応⽤ AV energy efficiency and smart grid application
TA 13: AV&ICT機器の環境 (TC 108から移管）

Environmental aspects in the field of audio, video and ICT equipment
TA 14: PC機器のインターフェースと測定⽅法

Interfaces and methods of measurement for personal computing equipment
TA 15: ワイヤレス給電 Wireless power transfer
TA 16: AAL（⾃律⽣活⽀援）、アクセシビリティおよびユーザインターフェース

AAL, accessibility and user interface
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TC 100TC 100ののTAMTAM ((議⻑議⻑))、、TS (TS (幹事幹事))

TA Technical Area Manager Technical Secretary
TA 1 Mr. Pekka Talmola (FI) ⻑⾕部 浩⼀ (JP)
TA 2 杉浦 博明 (JP) Mr. Jack Holm (US)
TA 4 Dr. Jae-Young Lee (KR) Mr. Kwan-Soon Choi (KR)
TA 5 Dr. Lauli Halme (FI) Mr. Jukka Alve, Mr. Eero Sorri* (FI)
TA 6 ⼤⾼ 秀樹 (JP) 塚⽥ 幸司 (JP)
TA 8 松村 秀⼀ (JP) 榊原 宏紀 (JP)
TA 9 Ms. Grace Wei (US) 中 勝義 (JP)
TA 10 植村 ⼋潮 (JP) 成井 良久 (JP)
TA 11 由雄 淳⼀ (JP) Mr. Mark Yonge (UK)
TA 12 Mr. Jon Fairhurst (US) 井⼝ 敏祐、⽯井 義⼀* (JP)
TA 13 Ms. Donna Sadowy (US) 成岡 剛 (JP)
TA 14 松村 秀⼀ (JP) 榊原 宏紀 (JP)
TA 15 Dr. Kamil Grajski (US) Dr. S-O Lim, Dr. O-W Nam* (KR)
TA 16 Dr. Kate Grant (UK) Ms. Ulrike Haltrich (DE)
GMT Mr. John Woodgate (UK) 江崎 正 (JP)
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NP: new work item proposalの提案数
5年間の合計： 60

標準規格の出版数（IS/TS/TR)
5年間の合計： 116
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TC 100TC 100の国内審議体制の国内審議体制

IEC
TC 100

・JEITAはJISCから
TC 100の国内審議を受託

・JEITA AV&IT標準化委員会
および傘下標準化GがTC 100
の国内対応実質審議

TC 100 国内委員会

AV&IT標準化委員会

幹事会

国内委員⻑： 安⽥ 浩先⽣

JEITA・CE部会

ケーブルネットワーク標準化専⾨委員会

AV&IT標準化⽀援委員会

TC 100対応標準化G（標準化G数: 18）

AGS対応G

国内幹事： 松村（富⼠通）

委員⻑： 荒浜（三菱電機）
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課題
 JPNCから見て
 現場体験に基づいた国際レベルで通用する人材の不足
 近隣諸国に見る若手技術者の国際会議への参画

業界団体から見て
 Project Leader育成に特化した教育プログラムが見

当たらない

企業で見て
 企業戦略として標準化の重要性を浸透させることに苦労

をしている。 また標準化プロセスを知り、技術開発も行う
両面のスキルを持つ人材が不足

次世代人材育成プログラム
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 プログラムを受ける人

研究、開発部門のエンジニアなど標準化活動に従事する人

10

Expert

TC/SC/TA 
officer

TA: Technical Area
Officer:国際議長・幹事

Project 
Leader

PL: Project Leaderの育成

自己努力

終了後
エキスパート登録
も可能
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目指すゴール案

 プロセスを理解し日本発の国際規格策定が出来る
PLの育成

 PL候補としてAGSでStudy Session設立提案、又は、NP提
案がベストケース （教育期間中にテーマがあればProject Leader 
になることも可能）

補足：
ＮＰ： New Work Items Proposal 
AGS: Advisory Group on Strategy (戦略諮問会議）
Study Session( 新規テーマで標準化検討を深堀するためのセッション）
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Project Leaderの役割

 プロジェクト推進、とりまとめ
 プロジェクト工程管理とドキュメント品質管理
 プロジェクト会議開催と進行、まとめ
 AGMなど上位の委員会へ状況、結果報告
 問題発生時の解決と必要なエスカレーション
 NP提案からFIDSの回付までの作業
 リエゾン関連作業
 そのほか、プロジェクト上で起きる問題対応と解決

AGM: Advisor Group on Management (運営諮問会議）
FDIS: ： Final Draft International Standard 
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次世代人材育成プログラム（特徴）

 PLを育てることに特化した人材育成プログラム

 JEITAという業界団体である特徴を盛り込んだ内容
• 現役の国際議長、国際幹事、PL、エキスパートが講師
• 実際に使用された規格ドキュメント、IEC-formを使用
• 委員会に出て策定現場を体験、案件にfeedbackも可能
• 期間中にNP提案も可能

 バーチャルなPLとなり、NP提案を出し、CD,CDVのコメント作成、及び
observation作成、FDIS提出まで演習を通じて現場体験ができる

14

テーマ 時間 備考

国際標準化研修 初級 約6H 外部講習

国際標準化研修 中級 約6H 外部講習

TC100紹介 約2.5H 標準の種類や分類を
追加

実例を用いてNPからFDISまでIEC-
formでプロセス学習

約8H 授業/演習/振り返り

課 題 か ら Directives の 逆 引 き
Directivesの理解と使い方

約8H 授業/演習/振り返り

規格例を用いて、どこを、どのように
標準化、効果事例を学習

約4H 授業/演習/振り返り

IEC 中央事務局ツールの使用方法な
ど学習

約3H
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テーマ 時間/日 備考

実習：
標準規格の策定/演習

約4H 合宿

実習：
成果発表会

約4H

現場体験：
AV&IT標準化委員会/対応Ｇ/PG会
議、2014IEC東京大会、TC100国際
会議

標準化委員会 1回
対応G 1から3回
東京大会
国際会議

議長、幹事、PL、エキスパートとの懇
談

 代表的な事例の紹介
 経験談など

約３H

16

CD CDV FDIS

何時ごろ

NP

ISO/IEC 
Directives

Expert

国際標準
出版

プロジェクト会議

技術を国際標準に

コメント
フォーム

技術

投票
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実例を用いてNPからFDISまでIEC-formでプロセス学習（例）
（新規技術領域）

日本NC
(PLの作業)

TC100
Secretariat

IEC

①AV&IT標準化委員会/幹事会にて新技術標準化提案
②IEC TC100 AGSにて標準化提案プレゼンを行う
③AGS対応GでNP（New Work Item Proposal)案を作成
④TC100国内委員会にNP案(PL候補含）を諮り承認を得る。

⑤JEITA事務局からTC 100 SecretariatにNP提案を提出

Technical
Secretary

⑥各国投票（3ヶ月）が行われ、Expertがノミネートされる、日本は
対応PGの回答に基づきJEITA事務局が電子投票を行う。

他NC

⑧RVNが各国配布され、可決されたら、IECの正式PT
（Project Team)がTA内に発足(以降は、PLとTSの作業)

[途中省略]
⑮FDISが可決されると7週間以内にIS（International Standard）として発行される

その他、既存技術領域、メンテナンスに特化されたプロセスがあり、それぞれ学習する

⑦TSがRVN(Result of Voting on 
New work item proposal)を作成

18

課題からDirectives の逆引きDirectivesの理解と使い方（例）

Questions Answer ISO/IEC Directives

NP成立条件を教えて下さい。 棄権
はどのように扱われるのでしょうか？

投票したPメンバーの過半数が賛
成、かつ、Pメンバーの数が
16以下のTC/SCの場合4カ国以上
17以上のTC/SCの場合5カ国以上
がエキスパートを指名すること。
棄権はカウントされません。

Directives Part 1, 2.3.5

NP提案をしましたが、エキスパート
不足でNPが否決されました。 どの

ように対応することが可能でしょう
か？

NP投票締切時点でエキスパート
が満たない場合、1カ月のうちに
エキスパートを確保できればNPは
成立します。

IEC Supplement 2.3.5

エキスパート登録の仕方、途中での
登録、どのような役割で、リソースは
どの程度必要でしょうか？

NP提案の場合、回答時に登録し
ます。NPが成立した後は、各国
NCが必要に応じてIECのExpert
Management Systemで登録可能。
IECの場合、IEC-APCが対応して
いますので、各審議団体から登録
を依頼してください。エキスパート
はNCからの登録になりますが、
NCの代表としてではなく一専門家
として活動することが求められて
います。

Directives Part 1, 1.12.1
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課題からDirectives の逆引きDirectivesの理解と使い方（例）

Questions Answer ISO/IEC Directives

Projectは最長で何年間掛けること

が可能ですか？
5年以上時間がかかっており、最
終承認段階に至っていないプロ
ジェクトはキャンセルされます。

Directives Part 1, 2.1.6

Co‐PL/Editorのアサインは誰がどのよ
うなルールで決めるのでしょうか？

プロジェクトの中でCo‐PLやEditor

が必要であるとコンセンサスが形
成されれば、後は同じくプロジェク
トの中で話し合うことになり、最終
的にはPLが決めることが相応しい。

特にこの項目で記述なし
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実習：標準規格の策定/演習 (例）

 演習は、理解度を確認しながらPL役割の仕上げ的もの、模擬現場体験をする。
 代表的なもの、紆余曲折があったISから作成した教材から選択可能。
 現物のNPを参照してIEC formを完成させNP提案、投票、結果の確認方法を学

習、TSへRVNの発行依頼、例えば、途中ISからTSに落とす場面の学習など。
また、エキスパートから届いたコメント対応し、observationを作成する。

 講師が前提や必要な情報は与え、これまでの学習を元にPLが手順、課題解決
内容を判断する。 講師はTSになったり、中央事務局となったりする。

例： Compilation of comments on committee

National 
Committe

e

Clause/ 
Subclause

Paragrap
h Figure/ 
Table

Type of 
comment 
(General/ 

Technical/Edi
torial)

COMMENTS Proposed change OBSERVATIONS OF THE 
SECRETARIAT

on each comment submitted

Japan 2 Technical “XML” should be 
added.

2 Normative reference should include:

Extensible Markup Language (XML) 1.0 
(Third Edition), W3C Rec., 2004‐02‐04
NOTE 1  Extensible Markup Language 
(XML) is a subset of ISO 8879:1986 (SGML) 
amended by its Technical Corrigendum 2.

Accepted

Date Document

100/xxx/NP
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スケジュール（案）

項目 時期 備考

外部講習 ７月頃から

座学習 ８月頃から

実習 ９月、１０月頃から

現場体験 ９月国内委員会、傘下標準化対応G
本年１１月 2014I IEC 東京大会

体験談 １０月頃から

節目で習得した学習内容を話し合う振り返り、反省会などを開催。

次世代育成プログラムの委員募集は６月から開始
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ご清聴、ありがとうございました。


